
 

様式第３号(第６条第関係) 

会議結果報告書 

令和４年11月８日 

 

１ 会議日時 令和４年 10 月４日 

２ 場  所 議員全員協議会室 

３ 件  名 市内県立高等学校遠距離通学費補助事業について 

４ 出 席 者 市長、副市長、教育長、各部長級職員、総務課長、財政課

長、政策推進課長、政策推進課関係職員、まちづくり推進課

長 

５ 会議結果 □ 案のとおり決定する 

□ 一部修正の上、決定する 

□ 継続して検討する 

□ 案を否決する 

■ 報告を了承する 

６ 会議内容 ●市内のバスの運行状況について説明いただきたい 

→担当説明 

備考：会議内容を簡潔に記載すること 

 



 

様式第１号(第４条関係) 

付議(報告)書 

令和４年９月２６日 

 

部課名(政策企画部まちづくり推進課) 

 

１ 件名 市内県立高等学校遠距離通学費補助事業について 

２ 目的 西予市内県立高等学校に通学する生徒のうち、遠距離通学を

する生徒に対し、遠距離通学費補助金を交付することによ

り、市内高校の振興並びに入学者を積極的に確保することを

目的とする。 

３ 効果 市内中学生の市内高校への進学率を向上させることで生徒数

を確保する。 

 

４ 現状と課題 市内高校への入学者が定員割れの状態が続いていること、市

内中学生の市内高校への進学率が低い（５割を切っている）

こと、令和５年度から宇和高校三瓶分校の募集停止が決まっ

ていることなどから、市内高校の特色化・魅力化を図り、生

徒数の確保する必要がある。 

 

５ 対応 市内県立高等学校遠距離通学費補助事業を創設することで、

課題の解決を図る 

 

６ スケジュール 令和５年度から事業実施予定 

７ 関係法令等 ― 

８ 関係課 ― 

９ 予算関連 02 款  08 項  01 目 

総事業費   3,000 千円 

特定財源   2,000 千円（予定） 

10 総合計画の 

位置づけ 

政  策)まちづくり 

施  策)持続的な市域へのデザイン 

基本事業)市内高等学校の魅力化 

事務事業名)高校魅力化事業 

11 その他  



市内県立高等学校
遠距離通学費補助事業について

政策企画部まちづくり推進課

第７回行政経営戦略会議説明資料（10.4）



事業創設の背景
・市内高校への入学者が定員割れの状態が続いている

・市内中学生の地元進学率が低い（５割を切っている）

・令和５年度から宇和高校三瓶分校の募集停止

・市内高校の特色化・魅力化を図り、生徒数の確保する必要あり！

・一手段としての通学費補助を行う



※参考 市内中学生の進学地元率と進路内訳（令和４年度）
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※参考 西予市内 小中学校生徒児童数及び幼児数（R4.4月末現在）
三瓶分校地域

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

三瓶小 27 23 34 30 31 37三瓶中 32 42 44

野村高校地域
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

野村全体 38 42 47 55 49 50野村中 58 41 60

城川小 14 7 18 11 18 16城川中 12 12 15

中学小計 70 53 75

宇和高校地域

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

明浜小 18 15 12 12 18 14明浜中 14 5 8

宇和全体 131 117 153 126 140 148宇和中 167 159 162

中学小計 181 164 170

市内全域 228 204 264 234 256 265 265 259 289

※0歳～6歳（R4.4.1時点）
0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合計

明浜 11 11 14 10 14 15 75
宇和 102 115 109 130 123 121 700
野村 21 26 36 36 20 42 181

城川 10 8 11 8 16 12 65

三瓶 17 7 23 21 20 25 113
合計 161 167 193 205 193 215 1134 



市内県立高等学校の入学者数シミュレーション

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和８年度 令和9年度 令和10年度

72人 76人

89人

73人

86人

84人

94人

72人

83人

71人

80人

62人

72人

15人 13人 13人 10人 11人 9人 10人

60人 56人 39人 55人 49人 51人 49人

●Ｒ５からの募集停止が決定

【県立学校振興計画】計画期間：令和５年度～令和１４年度

宇和高校

三瓶分校

野村高校

●Ｒ６から２学級80名（普通40・農業40）定員となる見込み

※令和４年度は出願者数
※令和５年度以降は、市内中学生の地元高校選択率及び高校の地域外から入学する生徒率により算出

※宇和+三瓶

魅力化推進校

●Ｒ８から総合学科に改編見込み
定員120名



補助の目的
西予市内県立高等学校に通学する生徒のうち、遠距離通学をする生徒に
対し、遠距離通学費補助金を交付することにより、市内高校の振興並びに入
学者を積極的に確保することを目的とする。

目標：進学地元率５０％以上

補助対象者
市内に住所を有し、次のいずれかに該当する生徒の保護者であって、市税
等の滞納がないもの

①市内県立高等学校へ路線バスによる通学をしている生徒で、通学距離が
片道４キロメートル以上のもの

②市内県立高等学校から許可を得て単車又は自転車通学をしている生徒



補助金の額
補助金の額は次の各区分に応じ定める額とする
①バス通学費補助金
バス通学に要する定期券又は回数券購入費の1/2を補助する。
※６箇月定期１回分の購入に係る金額を年間の限度額とする。

②単車・自転車購入費補助金
通学に必要な単車購入時に２万円を補助する。但し、１回に限る。
通学に必要な自転車購入時に１万円を補助する。但し、１回に限る。

●補助財源 ・ふるさと納税 及び 過疎ソフトを充てることを検討

●事業見直し ・３年を目安に見直す（Ｒ８年度からの宇和高校総合学科再編にあわせ拡大を検討）

●今後の動き ・西予市議会、西予市内県立高等学校魅力化推進協議会への報告
・市内中学校、高校への説明
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